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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
文
部
省
も
明
治
三
十
一
年
に
学
校
系
統
に
関

す
る
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、

「
美
術
學
校
昔
架
學
校
共
に
系
統
以
外
に
置
き
適
宜

の
豫
科
を
置
か
し
む
」
（
同
年
十
月
五
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
よ
る
。
）
と
い
う
結
論
を

公
表
し
た
。

予
備
科

（附
、
共
立
美
術
学
館
）

0
美
術
學
館
の
近
況
東
京
美
術
學
校
公
認
豫
備
校
の
美
術
學
館

町
）
生
徒
の
現
在
敷
は
六
十
餘
名
に
逹
し
た
る
由
同
館
三
年
の
課
程
を
修
業
せ
る

も
の
は
東
京
美
術
學
校
へ
無
試
験
に
て
入
校
せ
し
む
る
規
定
な
る
が
今
度
更
ら
に
専

修
科
を
置
き
本
校
同
様
五
ヶ
年
を
以
て
卒
業
せ
し
む
る
こ
と
と
な
し
数
務
は
館
長
笙

月
金
鳳
、
専
任
敦
頭
高
橋
玉
淵
、
数
授
戸
田
玉
秀
諸
氏
専
ら
撥
任
す
る
こ
と
4
な
り

廿
八
日
東
京
美
術
學
校
へ
届
出
で
本
校
よ
り
は
毎
月
應
分
の
補
助
金
を
典
ふ
る
こ
と

と
な
る
べ
し
と
云
ふ

（
明
治
三
十
二
年
二
月
二
日
『
国
民
新
聞
』
）
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0
東
京
美
術
學
館
東
京
美
術
學
校
附
屈
豫
備
校
な
る
本
瑯
森
川
町
の
東
京
美
術

學
館
は
此
程
箱
聾
部
生
徒
十
三
名
彫
刻
部
生
徒
二
名
卒
業
せ
し
を
以
て
目
下
笙
月
同

（
本
郷
森
川

本
校
に
予
備
教
育
機
関
を
置
く
こ
と
も
岡
倉
校
長
時
代
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
明

治
三
十
年
作
成
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
に
は
「
入
學
生
ノ
豫
備
ヲ
門
外
二
期
ス

ル
ノ
途
ナ
ク
」
と
不
満
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
懸
案
が
予
備
科
設
置
案
と
し
て
呈

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ

の
三
十
二
年
当
時
は
既
述
（
本
書
第
一
巻
204
頁
）
の
日
本
画
会
附
属
共
立

美
術
学
館
が
非
公
式
の
本
校
予
備
教
育
機
関
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。
同
館
に
つ
い
て

は
覇
っ
た
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
が
、

左
記
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
と
本
校

と
の
関
係
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

60
頁
所
載
『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
号
記
事
参
照
。
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天
覧

7
 館

長
よ
り
東
京
美
術
學
校
へ
無
試
験
入
學
の
手
絞
中
に
て
尚
ほ
同
館
は
箱
聾
彫
刻
の

生
徒
募
集
中
な
り
と
云
ふ

0
共
立
美
術
學
館

日
本
盟
會
の
附
属
な
る
同
館
ハ
東
京
美
術
學
校
の
豫
備
門
と

し
て
有
望
の
も
の
な
れ
共
其
紐
喪
ハ
日
本
盟
會
の
負
橡
に
堪
へ
ざ
る
所
あ
る
よ
り
今

回
有
志
の
寄
附
金
を
募
る
事
と
な
り
来
月
よ
り
其
募
集
に
着
手
す
る
よ
し

（
明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
三
日
『
読
売
新
聞
』
）

建
築
装
飾
科
設
置
要
求

（
明
治
三
十
二
年
七
月
一
日
『
日
本
』
）

明
治
三
十
年
作
成
「
美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」
に
お
い
て
建
築
装
飾
を
主
と
す
る

建
築
科
が
増
設
す
べ
き
科
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
れ
が
重
要
な
要
求
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
記
の
記

事
が
示
す
よ
う
に
、
設
骰
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

0
美
術
學
校
建
築
科
補
充
に
就
て
東
京
美
術
學
校
今
後
の
方
針
と
し
て
多
年
欠

け
た
る
建
築
科
を
補
充
す
る
由
ハ
既
記
の
如
く
に
て
其
宜
建
築
ハ
大
閤
を
教
授
し
て

建
築
装
飾
、
エ
藝
岡
案
に
力
を
用
る
筈
な
る
が
其
宜
験
製
作
を
勧
む
る
に
就
て
ハ
是

非
共
紐
費
の
増
加
を
要
す
る
為
め
常
分
ハ
出
来
得
る
限
り
の
範
園
に
於
て
便
利
の
方

法
を
授
く
る
由

（
明
治
三
十
三
年
一
月
二
十
二
日
『
読
売
新
聞
』）
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